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防災・減災の取り組みについて広く一般に知ってもらうため，2018年7月から配布を開始して

いる九州インフラカードに着目し，VR技術を活用した災害対策車インフラカードの作成・配布

による戦略的な広報を実施した手法について報告する． 

キーワード VR，公共配布カード，九州インフラカード，広報 

 

 

1. はじめに 

 「公共配布カード」とは公共の建物や名所などの写真

と所在地，詳細なデータが記載されているカードのこと

である．近年ではダムカードやマンホールカードなどの

ように，専門的な事業や施設のことを広く知ってもらう

ための手段の一つとして，各地でカードが作成され，配

布されている．それらカードの魅力はカードを入手する

ためにその場所を訪れる旅の目的になるところや，いつ

誰が始めてもいい自由度が高いところにある. 

 国土交通省九州地方整備局（以下，九州地整とする）

では九州内のインフラに関する紹介およびインフラ観光，

地域活性化の一助とするため，各施設の基礎的な諸元や

役割等の情報を提供する簡易版パンフレットとして「九

州インフラカード」を作成し，2018年7月から配布を開

始している． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州インフラカードは河川系施設，道路系施設，港湾

空港系施設，公園系施設，営繕系施設，災害対策用機械，

土木遺産系施設の 7 種類にそれぞれ色分けされている

（写真-1）．その中で災害対策用機械はより防災に関心

を持ってほしいという思いから作成・配布しているとこ

ろであるが，配布を開始して以降，カードの認知度は思

うように向上せず，防災イベント等の集客効果としては

低い状態が続いている． 

そこで今回，国内初の VR 技術を活用した災害対策用

機械に関するインフラカード（以下「災害対策車インフ

ラカード」という）を作成し，様々な工夫を凝らした戦

略的な広報を実施したことによる結果と今後の展開につ

いて紹介する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1  九州インフラカードのイメージ 

 



2. 実施に向けた課題 

今回，新たに作成した災害対策車インフラカードの配

布を開始した 2022年 4月 14日より以前の配布状況を調

査した． 

福岡県内の九州インフラカードに関する 1種類当たり

の年平均配布枚数を算出したところ 216枚／年であった．

公共配布カードの草分け的な存在であるダムカード（福

岡県近郊）と比較してみると九州インフラカードはダム

カードの約 1/8倍程度しかカードを配布できていないこ

とが分かった（図-1）． 

 

 

 

この要因の一つとしてカードの知名度や魅力が足りな

いことが挙げられる. 日本国内で配布されている公共配

布カードは，150 種類以上にも及んでいるが，中でもダ

ムカードは 2007 年から発行され，知名度も高い.そのよ

うな中で，同じようなデザインや内容のカードを発行し

ても知名度を得ることは困難であった. 

また，他の要因としては戦略的な広報が実施できてい

なかったことも挙げられる．今までマスメディア向けの

広報が主流であったが，インターネットやスマホの普及

により，一般の方が情報を得る手段が多様化しており，

従来の広報だけでは発信力が不足していた. 

 以上のようなことが実施に向けた課題として挙げられ

た. 

3. 課題解決に向けて 

今回，防災・減災の取り組みを広く一般に知ってもら

うために次の 2点を実施した. 

(1) 付加価値の高いカードの制作 

(2) あらゆるメディアを活用した戦略的なアプローチ 

 

(1) 付加価値の高いカードの制作 

まず，始めに国内で発行されている多種多様なカード

との差別化を図るため，新たな技術である「バーチャル

ツアー」をカードに採用することとした. 

「バーチャルツアー」とは，ユーザーが自由に場所や

視点を変えて閲覧できるバーチャルリアリティ技術を利

用したコンテンツである.この技術は，2021 年から災害

査定の DX 推進に向けて利用検討が進んでいたものであ

るが，今回はこれを応用し，360°カメラで車両を撮影

し，バーチャルツアー化することで，普段見ることがで

きない災害対策車両内の画像･映像をユーザーに提供す

ることとした.これにより車両に搭乗したような没入感

を再現することが可能となった（写真-2）. 

災害対策車両は，災害時に現場の第一線で活動し，立

ち入り禁止区域や夜間の活動が多いため，一般の方の目

に留まる機会が少ない．その一方，SNS では「はたらく

くるま」や「ヘリコプター」，「特殊車両」といったキ

ーワードで検索されており，潜在的に人気が高いと思わ

れる．そのため，VR 機能を付加し，前述した没入感を

演出することで，付加価値の高いカードの制作に繋げる

ことができた. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)あらゆるメディアを活用した戦略的なアプローチ 

従来のマスメディア向けの広報に加えて，ミドルメデ

ィアやパーソナルメディア（SNS 等）を意識した広報を

実施することとした. 

最初に実施したのは，従来型のマスメディア向けの記

者発表である.発表資料の作成にあたっては，記者の方

が報道記事を容易に作成出来るように，話題性のあるキ

ーワードやイメージしやすい写真を多用した.さらに，

取材当日は VR 機能のイメージを報道しやすいように，

九州地整 DX ラボが保有している没入型ドームスクリー

ンや VRゴーグルを活用した.ブリーフィングの開始時間

図-1 九州インフラカードとダムカード 

年間配布枚数の比較 

 

写真-2  災害対策車バーチャルツアー 

 



については，記事の作成や映像編集時間に配慮した時間

帯で実施するよう調整を行った. 

その結果，1 日だけでテレビ・ラジオ報道が 5 回，新

聞報道が 2回実施されており，幅広く災害対策車インフ

ラカードの存在を PRすることができた（写真-3）. 

 

 

 次に着手したのがミドルメディア向けの広報である.

ミドルメディアには，業界専門誌やインターネットニュ

ースサイトなどが含まれる.従来の記者発表においては，

土木・建築系の業界紙への記者発表周知は行っているが，

それ以外のミドルメディアには実施されていなかった.

今回は，災害対策車インフラカードに興味を示してくれ

そうな業界専門誌を抽出し，記者発表資料の提供を行っ

た. 

一つ目のメディアは，「ご当地カード」の特集雑誌を

発行している旅行専門誌である（写真-4）.アフターコ

ロナ後の旅行ブームの中で，カード収集が旅行の目的地

設定のひとつになり得ることから，カード収集や旅行が

好きな方へ目に留まることが，カードの普及に効果的だ

と考えた. 

もう 1つのメディアは，日本唯一のヘリコプター専門

誌である（写真-5）.今回，バーチャルでヘリコプター

内部に入ることができるカードを作成しているため，ヘ

リコプター好きな方々にも興味を持っていただけると考

えた. 

 双方のメディアに対し，記者発表資料を提供したとこ

ろ，どちらも興味関心を示す反応があり，インターネッ

トニュースサイトや特集記事で大きく報道された.イン

ターネットニュースについては，SNS での拡散も確認で

きており，さらなる広報効果を得ることができた. 

 

 

 

最後に，九州地整の SNSによる発信も積極的に行った.

九州地整 YouTube チャンネルにおいては YouTube 内で人

気がある動画を参考に演出やサムネイルを工夫し，動画

を投稿した．その結果，災害対策車インフラカード紹介

用 YouTube 動画の再生回数は，他の動画と比較すると再

生回数が 3倍となっており，一般の方の注目を集めたこ

とが伺える．（写真-6）.またTwitterへの投稿において

は，多くの方にリツイート頂き，広がりのある広報を実

施することができた（写真-7）. 

 

写真-6  YouTubeでの災害対策車インフラカード紹介 

 

写真-7  ツイッターでの発信状況 

 

 

 

 

 

写真-3  テレビ報道状況 1) 

 

写真-4 旅行誌が発行している雑誌 2)と災害対策車 

インフラカードのネットニュース記事 3) 

 

写真-5  ヘリコプター専門誌の特集記事 4) 



4. 実施結果 

 今回，新たに製作した災害対策車インフラカードは，

2022年4月から配布を開始している.4月から6月の1種類

あたりの配布枚数月平均を既存の九州インフラカードと

比較したところ，約20倍も配布されている状況となって

いる（図-2）.カードを受け取りに来られた方にお話を

伺うと，九州外から来訪されている方も見受けられた.

このことから，九州内向けのTV報道だけでなく，全国的

に発行されている業界専門誌，インターネットニュース

による報道効果があったことが伺える. 

 

 

また，ある防災イベント時には災害対策車インフラカ

ードを求めて長蛇の列ができた.このイベントの際は，

20秒に1枚のペースでカードを配布するほどの盛況ぶり

であった.（写真-8） 

 

従来の防災イベント時には主にパンフレット配布やパ

ネル展示を行っていた.それらのイベントと比較すると，

今回は国土交通省ブースが来場者でひときわ賑わいを見

せるなど注目度が明らかに違った．子供に関しては「は

たらくくるま」として災害対策車に強い好奇心を示す傾

向が見られ，大人にはバーチャルリアリティに興味を示

す傾向が垣間見えた.どちらの世代に関しても，今まで

PRする機会が少なかった国土交通省の防災への取り組み

を知っていただくよい機会となった. 

また，来場者の中には元々，九州地整のTwitterをフ

ォローしていなかったが，ツイートを見て来たという方

がおり，SNSの広報効果を確認することができた． 

さらにSNSの反応を見ると「防災フェスタは思ってい

たより大人も楽しめた」や「子供たちは盛り上がってい

る」などの大人も子供も楽しめたというコメントが多く，

老若男女関係なく盛り上がりを見せるものとなった. 

 

5. 今後の展開 

 一般的に，急な盛り上がりがあった現象は一過性のブ

ームで終わってしまうことが多い.今回作成した災害対

策車インフラカードの知名度をさらに上げていくために

は，継続的な広報が必要不可欠である.今後も機会があ

る都度，記者発表やイベントでのPRを続けていきたいと

考えている（写真-9）. 

 

 

また現在，アフターコロナ後の全国的な旅行再開に向

けて，様々な施策が取り組まれている.この流れを踏ま

え，魅力的な風景を紹介する九州インフラカードの知名

度を上げることは，インフラ観光や地域活性化の手助け

となることが期待される.そのため，今回作成したよう

なバーチャルツアー機能を他のインフラカードに適用す

る方法を検討している.具体的には，バーチャルツアー

の撮影から編集までの一連のプロセスをまとめたマニュ

アルを作成し，合わせて講習会もパッケージ化すること

で，どの部署でも容易に作成できるようにしていきたい

図-2 カード配布枚数比較（月平均）  

 

写真-8 防災イベントでのカード配布状況 

 

写真-9 防災イベント打合せ風景 

 



と考えている.すでに問い合わせをいただいている部署

には，試行版の講習会を実施し講習内容のブラッシュア

ップを進めている（写真-10）. 

 

 

さらに，作成済みの九州インフラカードにバーチャル

ツアーを実装する場合は，2次元バーコードのシールを

活用する方法を検証している（写真-11）.このシールを

用いることで，既存のカードにVR機能を追加することが

可能となり，より安価にカードの付加価値を高めること

ができる. 

 

6. まとめ 

今後，日本は少子高齢化がさらに進み，労働人口の減

少を避けることはできない．そのため，人材を確保し，

質の高い公共サービスを維持するためには広報活動がま

すます重要となってくる． 

今回の災害対策車インフラカードに係る取り組みによ

り，私の職務内容を知っていただく機会も広がり，かつ

防災・減災の取り組み・意識啓蒙の一助に繋がったので

はないかと考えており，これからも効果的な広報戦略と

その推進に努めていきたい． 

そして，広報活動を通じて九州地整の取り組みや役割

を少しでも多くの人々に知ってもらうことで九州地整が

国民から信頼され，期待される存在になれるものと考え

ている． 
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写真-11 2次元バーコードシールの例 

 

写真-10 職員向けバーチャルツアー作成講習会 
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